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１．はじめに

　角島大橋は、山口県豊北町の西北約１.５㎞の響灘に

浮かぶ角島と本土とを結ぶ橋長１,７８０ｍの離島架橋

であり、平成５年９月の工事着手以来７年２カ月の

歳月を経て去る平成１２年１１月３日に開通した。万葉

集にも登場する角島は、人口約１,０００人、面積３.９３�

で豊かな自然に恵まれた島で、周辺を最大透明度１８

ｍという美しい海域に囲まれ、「北長門海岸国定公

園」の中核をなしている。

　架橋地点は、冬季風浪に代表されるよう気象海象

条件が非常に厳しい箇所であり、海上作業の現場工

期の短縮が本事業の命題である。また国定公園内に

おける工事中の海域環境への影響を最小限とするこ

とも重要であり、このため上部工・下部工ともに可

能な限りプレキャスト化工法を採用した。

２．概　要

工事場所：山口県豊浦郡豊北町附野～元山

橋　　長：１,７８０ｍ

幅　　員：６.５ｍ（車道部５.５ｍ）

上　部　工：７，８，６，５径間連続ＰＣ箱桁橋

　　　　　３径間連続鋼床版箱桁橋

下　部　工：逆Ｔ式橋台２基、円柱式橋脚２８基

基　礎　工：直接基礎、ニューマチックケーソン基　

礎、ＰＣウェル基礎、鋼製水中フーチ

ング場所打ち杭基礎、深礎杭基礎

事業期間：平成３年度～平成１２年度

　事　業　費：約１４９億円

受賞機関　山口県豊田土木事務所

一般県道 角  島  神  田 線角島大橋橋梁整備事業
つの しま かん だ

３．特　徴

�　上部工

　ＰＣ部は全長１５２ｍの架設ガーダーを製作し、これ

によるプレキャストセグメントバランスドカンチレ

バー工法を採用し、製作ヤードを設けた本土側より

順次架設を行った。当現場では４０ｔ/個のセグメント

を５５９個製作・架設したが、製作においては、中間部

曲線線形（Ｒ＝１,０００ｍ）の精度管理を考慮してロン

グラインマッチキャスト工法を採用した。

　２４２ｍの航路部の３径間連続鋼床版箱桁は３ブロ

ックに分割し、１,３００ｔ吊りＦＣ船により一括架設し、

現航路への影響を最小限とすることができた。

�　下部工

　下部工においては、水深と海底地盤の状況により

多種の基礎工法を採用している。水深が浅く支持地

盤が比較的浅いＰ１～Ｐ３橋脚には直接基礎を採用

したが、その他については施工性を考慮してプレキ

ャスト化工法を採用し、吊込みケーソン基礎、ＰＣ

ウェル基礎、一括吊込みによる直接基礎及び鋼製水

中フーチング場所打ち杭基礎の４形式を水深、地質

状況に応じて適切に計画した。

全建賞 道路部門

受賞賛助会員　㈱大林組広島支店、オリエンタル建設㈱福岡支店、
五洋建設㈱中国支店、前田建設工業㈱中国支店、三菱重工業㈱

中国支社角島より本土を臨む

本土側上空より角島を臨む


